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NEWS RELEASE 

※本件に関するお問合せは下記へお願いいたします。 

アミタ株式会社 カンパニーデザイン室 広報担当／渡邉・藤本

Tel ：03-5215-8274（直通）  Fax：03-5215-8278 

e-mail：press@amita-net.co.jp 

 

      

 
 
 

 

アミタ株式会社（本社：千代田区 社長：熊野英介）は、昨今頻発している企業の廃棄予定商品・

廃販促品などの横流し事案をテーマとし、問題の背景や事例、先進企業が採用しているリスク対策

方法を解説するセミナーを開催します。 
 

■社会問題化する｢不要品の横流し｣を防ぐには 

昨今、不良品として回収された化粧品やスポーツ用品、鉄道会社の廃棄事務用品など、企業や団体で

不要になった物品などがインターネットオークションなどを通して横流しされ、法令違反やブランド失

墜、個人情報流出などを引き起こす事案が頻発しています。（詳細は添付資料 1 を参照） 

創業以来 30 年にわたって企業の資源リサイクルや環境リスク対策をご支援してきたアミタでは、こ

うした事案が発生するリスクを低減するための社内体制強化・処理会社選定・マニュアル整備・社員教

育などのサービスを、さまざまな業種の顧客企業に提供させていただいてきました。 

今回アミタでは、最近の横流し事案の頻発を受けて、問題の構造や事例、企業に提供してきたリスク

対策方法の概要、横流し対策として有効な「機能破壊」などを解説する、排出事業者向け無料セミナー

を開催します。講師は、現場経験豊富な廃棄物管理コンサルタントである堀口昌澄（株式会社アミタ持

続可能経済研究所、行政書士。雑誌『日経エコロジー』で「廃棄物処理法 Q&A」を連載中）が務めます。 

 
■セミナー概要 

【プログラム】 ・横流しや不適正処理の実例から学ぶ 

・横流しや不法投棄のリスクを低減する 3つのポイント 

・リスク対策のキーポイント、「機能破壊」を知る など 

【日時】 2009 年 7 月 8 日（水）・16 日（木）いずれも 13:30～15:30 

【場所】 アミタ株式会社東京本社 セミナールーム（東京都千代田区三番町 28 番地） 

【お申し込み】 カンパニーデザイン室 広報担当／渡邉・藤本 TEL:03-5215-8274 

 （できるだけ 6月末日までにお申し込みください） 

会場には記者席も設置いたしますので、報道関係の方々もぜひお越しください。専門の担当者がご説明させ

ていただきます。また、セミナーに先立って実施したアンケート調査の結果（添付資料 2）や、セミナー詳細（添

付資料 3）もご参考ください。 

以上 

  

   

    

社会問題化する「企業の不要品の横流し」について背景・事例・対策を解説 

アミタ「廃棄商品、廃販促品などの横流しリスク対策セミナー」を開催 

東京都千代田区三番町 28 番地 

2009 年 5 月 14 日 
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【添付資料 1：昨今の横流し事案】 

アミタがインターネットで調査した最近の横流し事案を列挙しました。本リリースでご案内する無料

セミナーは、こうした事件の発生するリスクを低減するものです。 

（※URL はいずれも 2009 年 5 月 14 日現在。記事全文が公開されていないものもあります。） 

 

■不良品の化粧品がネットオークションで転売された事件（2009 年 2 月） 

http://www.iza.ne.jp/news/newsarticle/event/crime/225872 

不良品として処分されるはずだった化粧品が、担当者によってインターネットオークションで転売された。 

 

■廃アルミ缶横流し問題（2009 年 2 月） 

http://www.nishinippon.co.jp/nnp/item/82331 

収集した廃棄物を町清掃センターに搬入する委託契約を自治体と結んでいた廃棄物収集業者が、回収した廃アルミ

缶を転売していた。 

 

■回収済みスポーツシューズの転売事件（2009 年 3 月） 

http://www.jiji.com/jc/zc?k=200903/2009031400247 

リコールで回収したバスケットシューズ約 550 足が、廃棄物処理業者の施設から盗まれた後、一部が暴力団関係者

に転売された疑い。 

 

■鉄道会社の廃棄物保管庫から持ち出された廃棄事務用品の転売事件（2009 年 4 月） 

http://internet.watch.impress.co.jp/cda/news/2009/04/15/23149.html 

鉄道会社の社員が乗客の個人情報を含む「熱転写型インクリボン」を、インターネットオークションを通じて販売。 
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【添付資料 2：セミナー事前アンケート結果】 

 アミタでは、2009 年 4 月に自社の環境・廃棄物管理ご担当者様向けメールマガジンの読者 5640 件お

よびウェブサイト上で記名式のアンケートを実施しました。以下は、回答を得た 30 社の傾向をまとめ

たものです。（本アンケート結果は、メールマガジン読者全体の傾向を表すものではありません。） 

その結果、回答企業のなかでは、廃販促品・廃棄製品・回収した不良品のうち特に「他社の倉庫にあ

るもの」や「小売店・代理店にあるもの」について、管理状況に安心できる場合が少なく、不安・不明

な管理状況である場合が多いということが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 加えて、回答企業の約半数が、以下の 3 項目について「あてはまる」と回答しており、回答企業にお

いては対策に余地が残されていることを示唆しています。 

・ 自社の倉庫や営業所における廃販促品や廃棄商品、不良品などの処理について、現場担当者の

知識不足による法令違反が不安（全 30 社中 14 社） 

・ 社名やロゴなどが入っている廃棄物を機能破壊していないので、不法投棄や横流しに巻き込ま

れた時の自社のブランド失墜や責任問題が心配（全 30 社中 15 社） 

・ 万一、委託している倉庫や処理会社が、廃販促品や廃棄商品、不良品などを故意に横流ししよ

うとした場合、未然に防ぐための対策や仕組みがない（全 30 社中 14 社） 

場所別の廃棄商品・廃販促品などの管理状況 (N=30)
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【添付資料 3：セミナーご案内資料】 

 

横流しを防止し
企業ブランドを

守る
廃棄商品、廃販促品などの
横流しリスク対策セミナー！

廃棄商品、廃販促品などの
横流しリスク対策セミナー！

緊 急 開

廃棄物管理にたずさわる環境・CSRご担当者様へ 無料セミナーのご案内

30年に渡り、企業の環境リスク対策をサポートしてきたアミタが、昨今多発している横流し被害の報道を受け、緊急セミナーを
開催いたします。保管や処理を外部に委託している不良品や返品商品・廃販促品等の管理に不安のある方は必見です！

知らぬ間にオークションで売られている廃棄予定製品。
ロゴ入り廃販促品の不法投棄。
所詮他人事と思ってはいませんか？
リスクはその思い込みの中に潜んでいます。

貴社名
部署名

お問い合わせ先：アミタグループ お問い合わせ担当 東京都千代田区三番町28番地 0120-936-083  http://www.amita-net.co.jp/

氏名
TEL FAX

住所 〒
E-mail

役職

ご記入いただいた住所やE-mailアドレスなどに、事務連絡のほか、当社より各種ご案内（商品・サービス・セミナーなど）をさせていただく場合がございます。また、お客様の承諾なく、お客様の個人情報が第三者に開示・提供されることはありません。

FAXでお申込みください！
複数名でお申込みの場合は、コピーして１人１枚ご記入ください。

FAX :03-5215-8505

ふりがな

ふりがな

株式会社アミタ持続可能経済研究所
行政書士。廃棄物管理に関するセミナーを年間50回以上こなす廃棄物処
理法のプロフェッショナル。数多くの企業の廃棄物管理のコンサルティング
経験を生かした、現場感のある解説が人気。日本能率協会の登録講師で
もある。また、2007年より、「日経エコロジー」で連載記事を執筆中。

講師／堀口昌澄

日時／2009年7月8日（水） 7月16日（木）
両日共に13:30～15:30 ※セミナー内容は両日同じ

会場／アミタ株式会社 本社 ９Fセミナールーム
東京都千代田区三番町28番地
※お申込み後、詳細地図の載った参加証をお送りします。

定員／20名

参加費／無料

※排出事業者様に限らせていただきます。また、弊社と事業内容
を同じくすると判断した場合はお断りさせていただきます。

横流しや不適正処理の実例から学ぶ
・昨今の横流しの事例紹介

・どこに問題があったのか？どうすれば防ぐことができたか？

横流しや不法投棄のリスクを低減する3つのポイント
・信頼できる処理会社選定のコツと処理状況の確認

処理会社選定のコツ／現地確認はここを見よう

契約書の法定記載事項とマニフェスト運用のポイント など

・横流しを防ぐ社内のルール、仕組みづくり

発生場所の確認と管理のポイント

・関係者の意識啓発と法律知識

どの範囲の担当者に、どのような教育をすべきか

万一の際の罰則紹介 など

リスク対策のキーポイント、「機能破壊」を知る
・機能破壊の重要性

・機能破壊の手法とレベル など

対策事例とアミタサービスのご紹介
・これまでアミタが支援した他社の対策事例紹介

プログラム

昨今、化粧品やスポーツ用品の廃製品や不良品、鉄道会社の廃棄事務用
品などが横流しされる事件が報道されています。また、処理会社による不法
投棄も後を絶ちません。これらの事件に巻き込まれると、社名報道されるだ
けでなく、廃棄物処理法違反や盗難など社員の不祥事に発展したり、横流
し品の購入者からの苦情が寄せられたケースもあります。
これらの事件は、決して他人事ではありません。
本セミナーをきっかけに自社の体制を見直し、未然に防ぐ対策を！

アミタは総合環境ソリューション企業です。環境関連セミナー
の参加総数3000名以上、コンサルティング提供実績多数！

アミタは、廃棄物管理を始めとした環境リスク対策や環境CSR活動の
コンサルティング、CO2削減対策サポートなど、多くの企業の環境部に

総合的なソリューションサービスを提供しています。
また、自社でリサイクル工場を有するほか、全国300箇所以上に及ぶ

リサイクル会社のネットワークや廃棄物処理法の専門知識を活かし、
コンプライアンスを重視した廃棄物処理をお手伝いしています。

さらに、毎月8000名以上の方に無料情報サービスを提供中！

詳細は同封のチラシをご覧ください。

参加希望日に○をしてください

7/8（水） 7/16（木）

催特 別


